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議会だよりみはまみはま
第131号

第 ４ 回 定 例 会 （令和７年12月5日から12月22日まで）

第 4 回定例会（12 月定例会）は、令和７年 12 月 5 日に開会され、会期を 12 月 22 日までの
18 日間と決定し、全議案議了した後、19 日に閉会しました。

議長に 髙岡　洋 議員、副議長に 宇城　公子 議員 が選出

初日に、新たに議長に髙岡　洋議員、副議長に宇城　公子議員が選出されました。また、各
常任委員会委員及び議会運営委員会委員が選出され、それぞれの委員会で委員長、副委員長が
互選されました。その後、紀南介護保険広域連合議会議員、紀南環境衛生施設事務組合議会議
員、紀南病院組合議会議員、東紀州環境施設組合議会議員が選出されました。９日には、諮問
２件、専決処分１件、人事案件３件、工事請負契約の変更 1 件を審議し、同意、可決しました。
その後、16 議案を一括上程し、各常任委員会へ付託しました。

19 日には２件の発議があり、各常任委員長の報告の後、条例制定 2 件、条例改正８件、補
正予算 6 件、追加議案として人事案件 1 件、議決案件１件など 20 件を審議し、同意、可決し
ました。

一般質問では８人の議員が通告に基づき、それぞれが町政に対する質問、提言を行いました。

議会の構成　（令和７年 12月５日選出）

　　議　長　　髙
たか

岡
おか

　洋
ひろし

　　　　　　　　　　　　　　副議長　宇
う

城
しろ

　公
きみ

子
こ

議員任期　令和７年 12 月２日～令和 11 年 12 月１日

委員会名 委員長 副委員長 委　　員

総務産業常任委員会 野地本 　隆 端地　 常浩 山本　 章 南　　 州計 松本 　有希

教育民生常任委員会 池上　 勝生 磯﨑　 薫子 髙岡　　 洋 宇城 　公子 安田 圭太郎

議会運営委員会 南　　 州計 磯﨑　 薫子 野地本　 隆 池上 　勝生 －



2

選　挙
〇紀南介護保険広域連合議会議員の選挙
　・・・宇城　公子議員、野地本　隆議員、
　　　　南　州計議員を選出
〇紀南環境衛生施設事務組合議会議員の選挙
　・・・端地　常浩議員、山本　章 議員を選出
〇紀南病院組合議会議員の選挙
　・・・磯﨑　薫子議員、池上　勝生議員、
　　　　松本　有希議員を選出
〇東紀州環境施設組合議会議員の選挙
　・・・南　州計議員、安田　圭太郎議員を選出

諮　問
〇人権擁護委員候補者の推薦
　・・・南　慶造氏（志原）を適任と答申

〇人権擁護委員候補者の推薦
　・・・阪口　典久氏（下市木）を適任と答申

議　案
〇�専決処分（令和 7 年度御浜町一般会計補正予算

第４号）・・・承認
　✍歳入歳出予算の総額 70 億 4,619 万 3 千円
〇御浜町監査委員の選任
　・・・中村　正男氏（下市木）の選任に同意
〇御浜町教育委員会の委員の選任
　・・・南　慶造氏（志原）の選任に同意
〇御浜町教育委員会の委員の選任
　・・・服部　扶美佳氏（下市木）の選任に同意
〇工事請負契約の変更・・・可決
　✍中央公民館改修追加工事
〇�御浜町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末

手当に関する条例の一部改正・・・可決
〇�委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する

条例の一部改正・・・可決
〇�御浜町長及び副町長の給料及び旅費等に関する

条例の一部改正・・・修正案可決
〇�御浜町教育長の給与及び勤務時間等に関する

条例の一部改正・・・可決
〇�御浜町職員の給与に関する条例の一部改正・・・

可決
〇�現業職員の給与の種類及び基準に関する条例の

一部改正・・・可決

〇�御浜町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部改正・・・可決

〇�御浜町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の制定・・・可決

〇�児童福祉法等の一部改正に伴う関係条例の整備
に関する条例の制定・・・可決

〇�御浜町水道事業給水条例の一部改正・・・可決
〇�指定管理者の指定について・・・可決
　✍�御浜町福祉健康センターの指定管理者として、

社会福祉法人御浜町社会福祉協議会を指定
〇�令和７年度御浜町一般会計補正予算（第５号）
　・・・可決
　✍歳入歳出予算の総額 71 億 8,845 万 8 千円
〇�令和７年度御浜町国民健康保険特別会計補正予算
　（第２号）・・・可決
　✍歳入歳出予算の総額 12 億 3,998 万円
〇�令和７年度御浜町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第２号）・・・可決
　✍歳入歳出予算の総額 3 億 1,456 万 1 千円
〇�令和７年度御浜町水道事業会計補正予算（第２号）
　・・・可決
　✍収益的支出の予算額 2 億 1,716 万 1 千円
〇�令和７年度御浜町下水道事業会計補正予算
　（第２号）・・・可決
　✍収益的支出の予算額 1 億 8,276 万 8 千円
〇�御浜町監査委員の選任
　・・・池上　勝生氏（下市木）の選任に同意
〇�令和 7 年度御浜町一般会計補正予算（第 6 号）
　・・・可決
　✍歳入歳出予算の総額 72 億 1,071 万 6 千円
�

その他の活動
議会だより特別委員会

令和７年10月 23日
協議事項
１．議会だより第130号について

議会運営委員会
令和７年12月５日
協議事項
１．第４回定例会について

①定例会等の日程及び上程議案の審議日程等
の協議
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全員協議会
令和７年12月５日
協議事項

①新タクシー料金助成事業に係る協議につ
いて

説明事項
①�町長、副町長及び教育長の給料並びに議会

議員の報酬の改正について
②�令和 7 年人事院勧告に伴う給与条例等の

改正点ついて
③委員会の委員等の報酬の改正について
④御浜町地域経済循環創造事業補助金の創設

について
⑤御浜町福祉健康センターに係る指定管理者

の指定について
⑥御浜町乳児等通園支援事業「こども誰でも

通園制度」について
⑦児童福祉法等の一部改正に伴う関係条例

の整備に関する条例の制定について
⑧御浜町認定こども園（給食業務）及び給食

センター業務の一部民間委託について
⑨水道料金の改定案について
⑩中央公民館改修追加工事について
報告事項

①御浜町消防団市木分団 1 班消防車庫工事
の状況について

②物価高騰対応重点支援給付金「令和 7 年
度定額減税補足給付金（不足額給付）」に
ついて

③踏切改良計画事業一本松踏切撤去工事に
係る繰越明許費について

④新校舎建設全庁的プロジェクトの進捗状況
について

その他
①物価高対応子育て応援手当について

総務産業常任委員会
令和７年12月 11日
審査事項
１．付託された８件の議案の審査

担当課から補足説明を受けた後、質疑、修正
動議を行い、審査の最後に討論・採決を行い
ました。

教育民生常任委員会
令和７年12月 12日
審査事項
１．付託された９件の議案の審査

担当課から補足説明を受けた後、質疑を行い、
審査の最後に討論・採決を行いました。

御浜町地域活性化調査研究特別委員会を設置
　令和７年 12 月 19 日の議会において発議が
あり、地域の活性化を目的に、様々な調査研究
を行いその対策を検討するため、御浜町地域活
性化調査研究特別委員会を設置しました。
　委員長に山本　章 議員、副委員長に松本　
有希議員を含めた全議員で選出されました。１
月 13 日に特別委員会を開催し、毎年、開催し
ている「地域のみなさんと議会との懇談会」に
ついて話し合いました。

議会だより特別委員会を設置
　令和７年 12 月 19 日の議会において発議が
あり、掲載する議会の内容をより充実したもの
を発行するため、議会だより特別委員会を設置
しました。
　委員長に宇城　公子議員、副委員長に安田　
圭太郎議員、委員に山本　章 議員、池上　勝
生議員が選出されました。１月 30 日に議会だ
より特別委員会を開催し、12 月議会の内容を中
心に掲載する内容及び編集作業を行いました。
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議長・副議長が新たに選出されました。

就任の挨拶

令和７年 12 月議会において、議長に就任いたしました。
本町には、世界遺産熊野古道七里御浜や「年中みかんのとれ
るまち」として柑橘類などが豊富で、全国に誇れる資源があ
り、多くの方に親しまれています。その一方で、大型事業に
よる財政状況の悪化、紀南病院の赤字や人口減少、高齢化や
若い世代の町外流失といった、将来を見据えた課題にも直面
しています。

このような状況下において議会が果たすべき役割はますま
す重要になってきております。私は、町民の皆様の声に真摯
に耳を傾け、誰もが安心して暮らすことができ、そして未来
への責任として、誰もが希望を持てるような町づくりのため
に、誠実に議長の職を務めてまいりたいと存じます。

町民の皆様にとって、開かれ、信頼される議会を目指し、「対
話と協力」の姿勢を大切にします。これからも、町民目線で、
町民が主役を信条として町づくりに取り組む事を申し上げ、
議長就任のあいさつとさせていだきます。

今定例会におきまして、議員の皆様のご推挙により副議長
の要職を担うこととなり、責任の重みを感じ、身の引き締ま
る思いでございます。これまでの議員経験を活かし、議長を
補佐し、公平公正さに重きを置き、町民の皆様にとって、よ
り良い議会、加えてより身近で開かれた議会を目指し、頑張っ
てまいりたいと存じます。

今後とも、これまで以上に皆様のご指導、ご鞭撻をお願い
申し上げ、副議長就任のあいさつとさせていただきます。

議長　髙
た か

岡
お か

　　洋
ひろし

副議長　宇
う

城
し ろ

　公
き み

子
こ
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❶　安
やす

田
だ

　圭
けい

太
た

郎
ろう

　議員　…………　Ｐ７
　　・観光アンケート結果の戦略化について
　　・ビジョン統一と総合計画への統合について
　　・「ＰＯＤ（差別化）」構築について
　　・Kii Card 成果の活用について
　　・民間施策の公式統合について
　　・予算配分と戦略的主体性について
　　・町民への可視化と情報発信について

�

❷　髙
たか

岡
おか

　　洋
ひろし

　議員　……………　Ｐ８
　　・�町長の政治姿勢（部下に対しパワーハラスメント行為で、健康福

祉課の女性職員を懲戒処分したことについて　柑橘振興、観光振
興による御浜町の将来像について）

�

❸　山
やま

本
もと

　章
あき

■
ひこ

　議員　……………　Ｐ９
　　・�改めて問う御浜町活性化のための定住人口・交流人口・関係人口

拡大の施策
　　・住民の暮らしを守る物価高騰対応施策
　　・御浜町防災対策の強化

�

❹　南
みなみ

　　州
くに

計
かず

　議員　……………　Ｐ 10
　　・�令和８年度予算編成について
　　・志原川、太田川流域の安全確保について

�

❺　池
いけ

上
がみ

　勝
かつ

生
み

　議員　……………　Ｐ 11
　　・�現高市政権が掲げる物価高騰対策を推進する上での本町の対応に

ついて
　　・猟銃免許取得者への支援・獣害対策（クマ等）の強化について
　　・紀州犬の価値向上にむけた行政の姿勢について
　　・「風伝おろし」を活かした観光振興について

ここを問いたい（一般質問）
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❻　磯
いそ

﨑
ざき

　薫
かおる

子
こ

　議員　……………　Ｐ 12
　　・水道料金の値上げについて
　　・学校のアレルギー対策について
　　・「こども誰でも通園制度」について

�

❼　松
まつ

本
もと

　有
なお

希
き

　議員　……………　Ｐ 13
　　・カンキツ振興の観点からミカン祭りの再開について

�

❽　野
の

地
じ

本
もと

　隆
たかし

　議員　……………　Ｐ 14
　　・災害対策について
　　・物価高騰による町民への影響と支援について
　　・御浜町観光資源について

一般質問に関する記事は、質問した議員本人が作成しています！

※�各ページ議員顔写真下の二次元コードを読み取ることで、各議員の一般質問の動画を視
聴することができます。

二次元コード（見本）

※�インターネットやスマートフォンによる視聴は、パケット通信料定額制の加
入契約をしていない場合、通信事業者から高額な料金請求がくる場合があり
ますので、特にご注意ください。

＜一般質問とは＞
議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針等についての所信

を聞き、報告や説明を求め疑問点を質す、大事な議員活動の場のことです。議員からの事
前の通告に基づいて行われ、特定の議案の審議に際して行われる質疑とは異なり、行財政
全般、住民生活に関わる地域の課題や展望など幅広いテーマで行われるものです。
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民
間
デ
ー
タ
の
戦
略
的
活
用

�

〜
数
値
を
計
画
へ
接
続
〜

質
問

　

観
光
ア
ン
ケ
ー
ト
（
４
９
２

人
分
）
やK

iiCard

の
分
析
結

果
（
保
有
者
の
消
費
額
は
１
・

75
倍
等
）
と
い
っ
た
優
秀
な

デ
ー
タ
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が

町
の
施
策
に
十
分
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

今
後
は
単
な
る「
参
考
資
料
」

で
終
わ
ら
せ
ず
、
具
体
的
な
施

策
や
計
画
へ
ど
う
接
続
さ
せ
る

の
か
。

答
弁

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
当

初
、
現
状
共
有
が
目
的
で
あ
り

直
接
的
な
判
断
材
料
で
は
な

か
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
十
分

に
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
点
は

認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
町
と

関
係
者
で
合
意
の
下
、
デ
ー
タ

共
有
を
続
け
、
目
的
と
目
標
を

定
め
た
調
査
を
行
い
施
策
へ
活

か
せ
る
よ
う
努
め
た
い
。

要
望

　

参
考
資
料
だ
か
ら
活
用
し
な

い
の
で
は
な
く
、
始
ま
っ
た
も
の

を
ど
う
計
画
側
に
接
続
し
、
有
用

な
デ
ー
タ
へ
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
て
い
く
か
。
そ
の
整
理
と
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
次
回
一
歩
進

ん
だ
報
告
を
期
待
す
る
。

ビ
ジ
ョ
ン
と
役
割
の
整
理

　
〜
町
民
に
伝
わ
る

�

「
見
取
り
図
」
を
〜

質
問

　

町
に
は
「
年
中
み
か
ん
の
と

れ
る
ま
ち
」「
一
人
ひ
と
り
が

満
た
さ
れ
る
町
」「
青
を
編
む
」

な
ど
複
数
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
並
立

し
て
お
り
、
町
民
や
事
業
者
か

ら
は
「
結
局
ど
こ
へ
向
か
う
の

か
」
が
見
え
に
く
い
。

　

統
合
が
難
し
い
と
し
て
も
、

こ
れ
ら
が
ど
う
い
う
関
係
に
あ

る
の
か
、
町
民
に
分
か
り
や
す

く
整
理
・
図
式
化
し
て
提
示
す

べ
き
だ
。

答
弁

　

各
組
織
に
は
設
立
目
的
や
役

割
が
あ
り
、
完
全
に
一
つ
の
言

葉
に
統
合
す
る
こ
と
は
難
し
い

側
面
も
あ
る
。　

し
か
し
、
町

民
に
と
っ
て
分
か
り
に
く
い
と

い
う
点
は
理
解
で
き
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
ど
う
関
係

し
合
っ
て
い
る
の
か
を
整
理
し
、

町
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く

示
せ
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

要
望

　

統
合
を
求
め
る
だ
け
で
な

く
、
関
係
性
を
可
視
化
す
る
と

い
う
「
宿
題
」
と
し
て
、
今
後

の
報
告
を
待
ち
た
い
。

「
何
を
目
指
す
町
か
」
が
見
え
な
い

�
～
戦
略
の
甘
さ
を
正
し
、
デ
ー
タ
と
民
間
活
力
を
認
識
、
統
合
す
べ
き
～

成
果
の
可
視
化
と
共
有

　
〜
わ
か
り
や
す
さ
を

�

追
求
し
て
〜

質
問

　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
み
は
ま
」
等

と
の
官
民
連
携
や
委
託
関
係
の

枠
組
み
、
予
算
の
根
拠
が
町
民

に
は
見
え
づ
ら
い
。
ど
こ
か
ら

が
町
の
責
任
で
、
ど
こ
ま
で
が

民
間
の
裁
量
な
の
か
。 　

町

民
は
株
主
の
よ
う
な
存
在
で
あ

る
。町
民
が
納
得
で
き
る
よ
う
、

枠
組
み
や
成
果
を
可
視
化
し
、

定
期
的
に
発
信
す
る
仕
組
み
を

作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

　

行
政
と
民
間
の
関
わ
り
は

分
か
り
に
く
い
部
分
が
あ
る
。

「
あ
れ
は
町
の
仕
事
か
民
間
の

仕
事
か
」
と
言
わ
れ
な
い
よ

う
、
予
算
の
つ
け
方
も
含
め
、

一 般 質 問

安田 圭太郎 議員

分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に

努
め
た
い
。

　

情
報
発
信
の
手
法
は
工
夫

し
、
今
後
ど
う
発
信
す
る
の
が

効
果
的
か
研
究
し
て
い
く
。

要
望

　

私
は
移
住
者
だ
が
、
移
住

検
討
時
は
行
政
の
情
報
を
深

く
調
べ
る
。
そ
の
際
、
情
報

が
整
理
さ
れ
「
分
か
り
や
す

い
」
こ
と
は
町
の
選
定
に
直

結
す
る
。
引
き
続
き
追
求
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　　  マテリアル　　　　一般質問▶
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パ
ワ
ハ
ラ
は
行
政
組
織

に
と
っ
て
重
大
な
リ
ス
ク

「
職
員
の
心
身
不
調
」「
業

務
へ
の
支
障
」「
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
低
下
」
役
場

組
織
の
信
頼
失
墜
で
あ
り
、

絶
対
に
許
さ
れ
な
い
行
為

で
す
。

質
問　

役
場
健
康
福
祉
課
で

上
司
か
ら
部
下
に
対
し
て
パ
ワ

ハ
ラ
が
露
呈
し
、非
常
に
残
念
。

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
当
た
り
前

の
時
代
に
役
場
内
で
パ
ワ
ハ
ラ

が
起
こ
っ
た
こ
と
に
対
す
る
町

長
の
見
解
は
？

答
弁　

こ
の
よ
う
な
事
案
が

発
生
し
、
住
民
の
皆
様
の
信
頼

を
裏
切
る
こ
と
に
な
り
深
く
反

省
し
て
お
り
ま
す
。

質
問　

御
浜
町
役
場
に
お
い

て
こ
こ
１
年
間
で
の
メ
ン
タ
ル

不
調
に
よ
る
休
職
、
退
職
者
を

教
え
て
く
だ
さ
い
？

答
弁　

職
員
の
個
別
案
件
に

な
る
た
め
、
回
答
は
差
し
控
え

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

質
問　

令
和
２
年
か
ら
の
３

年
間
で
保
育
所
に
お
い
て
は

20
人
が
退
職
し
て
い
る
が
、

こ
の
状
況
を
見
て
何
も
思
い

ま
せ
ん
か
。

答
弁　

職
員
が
休
職
や
離
職

す
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
個
人
の
事

情
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

観
光
事
業
に
取
り
組
ん

で
７
年
、
事
業
費
６
年
間

で
４
億
円
投
入
。
も
う
無

駄
な
税
金
は
使
わ
な
い
で

質
問　

マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル

が
で
き
て
町
内
の
宿
泊
者
数
が

10
倍
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
御
浜
町
へ
の
経
済
効
果

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
弁　

宿
泊
費
が
御
浜
町
の

ホ
テ
ル
に
落
ち
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
御
浜
町
に
あ
る
ホ

テ
ル
の
収
入
な
の
で
、
一
定

の
経
済
効
果
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

意
見　

全
く
意
味
不
明
の
答

弁
。
宿
泊
人
数
が
増
え
た
だ
け

で
、
御
浜
町
の
経
済
は
潤
わ
な

い
で
し
ょ
う
。

　

ホ
テ
ル
の
収
入
は
、
ホ
テ
ル

の
収
入
で
、
御
浜
町
の
収
入
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
宿
泊

者
の
消
費
動
向
も
調
査
し
て
い

な
い
た
め
、
経
済
効
果
は
把
握

で
き
ま
せ
ん
。

女
性
職
員
が
部
下
に
パ
ワ
ハ
ラ
懲
戒
処
分
！

「
観
光
事
業
」
何
度
き
い
て
も
成
果
な
し
！

一 般 質 問

髙岡　洋 議員
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一 般 質 問

活
性
化
の
た
め
の
定
住
人

口
・
交
流
人
口
・
関
係
人

口
拡
大
施
策
を
問
う

質
問　

地
方
活
性
化
の
三
大

柱
と
言
わ
れ
る
３
つ
の
人
口
拡

大
施
策
に
つ
い
て
、「
定
住
人

口
の
拡
大
」
で
は
、
①
子
育
て

支
援
策
の
充
実
と
し
て
、
学
校

給
食
・
保
育
料
無
償
化
の
継
続

と
、
こ
の
地
域
唯
一
で
あ
る
０

歳
児
か
ら
の
無
償
化
を
し
っ
か

り
と
広
報
す
る
こ
と 

②
空
き

家
バ
ン
ク
登
録
数
を
も
っ
と
増

や
す
た
め
の
施
策 

③
10
年
間

で
１
０
０
人
と
い
う
新
規
就
農

者
の
目
標
値
を
達
成
す
る
た
め

に
、
農
地
や
倉
庫
の
確
保
等
支

援
の
充
実
を
図
る
こ
と 

④
人

口
減
少
で
水
道
使
用
量
が
減
少

し
て
い
る
の
が
料
金
値
上
げ
の

要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
関

連
し
て
、
み
か
ん
畑
の
灌
水
に

町
水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う
補

助
を
お
こ
な
う
こ
と
を
意
見
・

提
案
。

　
「
交
流
人
口
の
拡
大
」
で
は
、

①
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
へ
の
愛

着
と
誇
り
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
み
か
ん
祭
り
の
再
開
②
大
き

な
観
光
地
の
な
い
御
浜
町
に
お

い
て
、
御
浜
な
ら
で
は
の
風
伝

お
ろ
し
や
紀
州
犬
、
地
域
住
民

の
方
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ア

サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
里
や
秋
桜
畑

等
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
す
る
ス
ポ
ッ

ト
整
備
に
町
が
積
極
的
に
関
わ

る
こ
と 

③
自
転
車
で
地
域
内

を
め
ぐ
る
紀
南
シ
ー
サ
イ
ド

ヴ
ェ
ロ
フ
ェ
ス
タ
を
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
、「
サ
イ
ク
リ

ン
グ
」
に
観
点
を
置
い
た
観
光

施
策
に
取
り
組
む
事
を
意
見
・

提
案
。

　
「
関
係
人
口
の
拡
大
」
で
は
、

町
内
の
み
か
ん
農
家
有
志
が
取

り
組
ま
れ
て
い
る
「
み
か
ん
収

穫
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
取
り

上
げ
、
都
市
部
か
ら
社
会
人
や

大
学
生
等
述
べ
２
７
０
名
も
の

方
が
御
浜
町
に
来
て
く
れ
て
、

収
穫
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、

地
域
内
の
飲
食
店
で
の
食
事
や

買
い
物
、
宿
泊
を
し
て
、
繁
忙

期
農
家
の
人
手
不
足
や
地
域
経

済
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
し
て
、
こ
の
取
り

組
み
へ
の
町
の
協
力
を
意
見
・

提
案
し
ま
し
た
。

答
弁　

町
長
か
ら
は
、
昨
年

の
移
住
者
は
新
規
就
農
者
を
含

め
30
世
帯
64
人
。
研
修
生
や
親

元
就
農
な
ど
３
年
間
で
32
名
が

柑
橘
栽
培
に
携
わ
っ
て
い
る
等

の
実
績
が
報
告
さ
れ
、
祭
り
に

つ
い
て
は
、
主
体
的
に
実
施
し

て
く
れ
る
人
が
あ
れ
ば
支
援
し

た
い
。
と
の
答
弁
。

　

担
当
課
か
ら
は
、
宿
泊
消
費

額
が
年
間
１
億
４
，
８
０
０
万

円
あ
っ
た
が
、
飲
食
等
の
消
費

額
は
把
握
で
き
て
い
な
い
こ

と
。
新
規
就
農
者
10
年
１
０
０

人
実
現
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

む
こ
と
。
町
水
道
を
畑
に
利
用

す
る
補
助
を
検
討
す
る
こ
と
等

が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

水
道
料
金
値
上
に
対
す
る

減
免
措
置
の
考
え
を
問
う

質
問　

物
価
高
騰
が
住
民
生

活
、
特
に
年
金
生
活
者
、
子
育

て
世
帯
の
家
計
を
直
撃
す
る
状

況
下
、
水
道
料
金
を
30
％
も
値

上
げ
す
る
議
案
を
提
出
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
同
時
に
物
価
高
騰

対
応
交
付
金
を
活
用
し
た
減
免

措
置
等
を
具
体
的
に
示
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
を
意
見
。

答
弁　

物
価
高
騰
対
応
交
付

金
を
活
用
し
、
水
道
料
金
改
定

に
よ
る
影
響
の
緩
和
策
の
検
討

は
す
る
が
、現
時
点
示
せ
な
い
。

（
こ
の
答
弁
を
受
け
、
水
道
料

金
値
上
げ
の
議
案
に
反
対
討
論

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。）

防
災
対
策
の
強
化
を
問
う

質
問　

災
害
発
生
時
、
特
に

山
間
部
に
お
い
て
孤
立
集
落
が

発
生
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
分

散
備
蓄
を
強
化
す
る
こ
と
。
避

難
所
運
営
に
お
い
て
女
性
の
視

点
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
女

性
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
力

を
入
れ
る
こ
と
。
自
ら
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
か
ら
、

被
災
地
で
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

大
切
と
し
て
、
自
主
防
リ
ー

ダ
ー
の
被
災
地
視
察
研
修
や
町

が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り

派
遣
す
る
こ
と
を
提
案
。
執
行

部
よ
り
前
向
き
な
検
討
の
答
弁

を
受
け
ま
し
た
。

山本　章  議員

御
浜
町
活
性
化
の
た
め
の
施
策
・
暮
ら
し
を

守
る
物
価
高
騰
対
策
・
防
災
対
策
の
強
化
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一 般 質 問

令
和
８
年
度
事
業
実
現
の
た
め
の
予
算
編
成
の

考
え
方
と
志
原
川
、
太
田
川
流
域
の
安
全
確
保

を
問
う

南　州計 議員

令
和
８
年
度
予
算
編
成
に

つ
い
て

質
問　

第
６
次
総
合
計
画
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
実
現
の

た
め
の
予
算
編
成
の
考
え
方

は
。

答
弁　

人
口
減
少
を
見
据
え

た
事
業
規
模
と
コ
ス
ト
の
適
正

化
、
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
事
務
事

業
の
効
率
化
、
組
織
機
構
の
見

直
し
な
ど
に
取
り
組
み
、
今
後

厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
財
政
状
況
に
お
い
て
も
、

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
確

立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
人
口
減
少
対
策

　

�

Ⓠ 

結
婚
に
つ
な
が
る
事
業

や
出
産
支
援
へ
の
予
算
計
上

の
考
え
方
は
。

　

�

Ⓐ 

県
内
29
市
町
で
構
成
さ

れ
て
い
る
「
み
え
結
婚
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
と

連
動
し
た
施
策
が
中
心
で
、

令
和
８
年
度
に
は
熊
野
市
、

紀
宝
町
と
合
同
の
マ
ッ
チ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
御
浜
町
内
で

開
催
予
定
で
あ
り
ま
す
。

②
物
価
高
騰
対
策

　
�

Ⓠ 

重
点
支
援
地
方
交
付
金

を
活
用
し
た
商
品
券
の
給
付

の
可
能
性
は
。

　

�

Ⓐ 

商
品
券
も
一
つ
の
方
法

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

新
年
度
あ
る
い
は
そ
の
前
か

ら
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

③
ハ
ー
ド
事
業
整
備
計
画

　

�

Ⓠ 

現
在
、
阿
田
和
保
育
園

建
設
や
中
央
公
民
館
の
大
規

模
改
修
、
統
一
小
中
学
校
の

整
備
、
町
道
紀
南
病
院
線
な

ど
大
き
な
予
算
が
投
入
さ
れ

て
い
る
中
、
令
和
８
年
度
の

新
規
事
業
計
画
は
。

　

�

Ⓐ 

保
育
所
建
設
と
学
校
用

地
取
得
、
紀
南
病
院
線
の
改

良
工
事
・
用
地
交
渉
が
柱
と

な
る
予
定
で
す
。

④
紀
南
病
院
の
経
営
対
策

　

�

Ⓠ 

令
和
８
年
度
予
算
に
お

け
る
町
の
支
援
の
概
要
は
。

　

�

Ⓐ 

現
在
、
営
業
部
経
営
部

門
の
専
門
家
へ
の
委
託
を
行

い
、
助
言
、
指
導
を
受
け
て

い
ま
す
。
各
市
町
は
応
援
す

る
け
ど
、
紀
南
病
院
の
努
力

で
経
営
改
善
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
ま
す
。
今
後
、国
、

県
へ
の
財
政
支
援
の
要
請
も

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
農
業
振
興

　

�

Ⓠ 

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
と

地
域
計
画
の
取
り
組
み
は
。

　
�

Ⓐ 

ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
に

つ
い
て
は
、
専
門
性
の
あ
る

県
な
ど
に
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。
地
域
計
画
に
つ
い
て

は
、
荒
廃
地
化
を
防
ぐ
た
め

に
も
新
規
就
農
者
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

⑥
獣
害
対
策

　

�

Ⓠ 

獣
害
駆
除
補
助
金
を
国

庫
補
助
に
加
え
、
県
補
助
を

拠
出
し
て
い
る
和
歌
山
県
と

同
額
と
な
る
よ
う
三
重
県
へ

の
対
応
は
。

　

�

Ⓐ 

今
後
と
も
国
、
県
へ
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に

県
の
方
へ
強
く
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

志
原
川
、
太
田
川
流
域
の

安
全
確
保
に
つ
い
て

質
問　

河
川
改
修
の
現
状
と

今
後
の
計
画
は
。

答
弁　

平
成
27
年
11
月
に
二

級
河
川
志
原
川
水
系
河
川
整
備

計
画
が
県
で
作
成
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
は
産
田
川
で
の
改
修

の
み
で
、
志
原
川
で
は
実
施
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
太
田

川
に
お
い
て
は
、
改
修
計
画
の

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

�

Ⓠ 

太
田
川
の
改
修
の
可
能

性
は
。

　

�

Ⓐ 

志
原
川
の
改
修
を
優
先

し
、
そ
の
工
事
の
進
捗
状
況

を
み
な
が
ら
太
田
川
の
改
修

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　

志
原
川
河
口
の
樋
門

の
改
修
計
画
は
。

答
弁　

現
状
、
県
に
お
い
て

事
業
化
に
向
け
て
協
議
し
て

い
る
段
階
で
、
早
期
着
手
の

た
め
に
強
く
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

�

Ⓠ 

事
業
着
手
に
至
ら
な
い

要
因
は
。

　

�

Ⓐ 

県
内
の
他
の
河
川
の
大

規
模
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
と

産
田
川
の
整
備
が
一
定
規
模

完
成
し
た
後
に
着
手
時
期
の

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
の
県

の
回
答
で
あ
り
ま
し
た
。

志原川河口の樋門



11

一�　

現
高
市
政
権
が
掲
げ

る
物
価
高
騰
対
策
を
推

進
す
る
上
で
の
本
町
の

対
応
に
つ
い
て

質
問

㈠�　

高
市
政
権
の
経
済
政
策
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
ま
す
か

答
弁　

物
価
高
騰
へ
の
対
応

や
経
済
の
成
長
投
資
、
防
衛
や

外
交
の
強
化
と
い
っ
た
３
つ
の

柱　

が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
う

し
た
国
の
動
き
を
注
視
し
な
が

ら
、必
要
な
対
策
を
進
め
ま
す
。

質
問

㈡�　

同
政
権
が
拡
充
し
た
「
重

点
支
援
地
方
交
付
金
」
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か

答
弁　

物
価
高
騰
に
苦
し
む

町
民
の
皆
様
へ
の
支
援
を
最
優

先
に
、
そ
の
具
体
策
を
検
討
し

て
い
る
段
階
で
す
。

質
問

㈢�　

同
政
権
は
、
責
任
あ
る
積

極
財
政
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

来
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

ど
の
分
野
に
重
点
を
置
く
予

定
で
す
か

答
弁　

人
口
減
少
を
見
据
え

た
事
業
規
模
と
コ
ス
ト
の
適
正

化
、
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
事
務
事

業
の
効
率
化
、
効
果
的
で
効
率

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た

め
の
組
織
機
構
の
見
直
し
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

要
望

○�　

国
か
ら
物
価
高
騰
対
策
と

し
て
約
一
億
六
千
万
円
が
交

付
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

�　

使
い
道
と
し
て
公
平
性
、

人
的
・
諸
経
費
が
掛
か
ら
な

い
水
道
基
本
料
金
の
一
律
減

免
を
要
望
し
ま
す
。

○�　

現
政
権
は
危
機
管
理
投

資
、
成
長
投
資
を
掲
げ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
学
校
統
合

に
よ
り
、
廃
校
と
な
る
五
つ

の
小
中
学
校
の
跡
地
利
用
の

活
用
に
、
補
助
金
等
が
適
用

で
き
な
い
か
、
早
急
に
取
り

組
む
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

二 

獣
害
対
策
に
つ
い
て

質
問

㈠�　

今
年
度
の
鹿･

猿･

猪
等
の

被
害
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
ま
す
か

答
弁　

猿
や
猪
に
よ
る
柑
橘

の
食
害
、
猪
に
よ
る
園
地
の
掘

起
こ
し
、
鹿
に
よ
る
柑
橘
の
若

木
の
食
害
な
ど
の
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

質
問

㈡�　

今
年
、
関
心
の
高
ま
り
か

ら
、
狩
猟
免
許
取
得
者
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
同

免
許
取
得
者
が
活
動
し
や
す

い
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
で
す
か

答
弁　

集
落
支
援
員
制
度
を

使
っ
て
、
各
地
域
に
支
援
員
が

配
置
が
で
き
な
い
か
、
担
当
課

で
検
討
し
て
い
ま
す
。　
　
　

質
問

㈢�　

Ｉ
Ｃ
Ｔ (
カ
メ
ラ
、
Ａ
Ｉ
、

ス
マ
ー
ト
ラ
ッ
プ)
や
電
気

柵
、
モ
バ
イ
ル
柵
な
ど
中
長

期
的
な
対
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か

答
弁　

現
在
、
４
基
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

大
型
捕
獲
お
り
を
稼
働
し
て
お

り
、
今
後
、
く
く
り
わ
な
や
箱

○ 

物
価
高
騰
対
策
は
！

○ 
獣
害
対
策
は
！

○ 
紀
州
犬
の
保
護
・
育
成
は
！

○ 
風
伝
お
ろ
し
を
活
か
し
た
観
光
振
興
は
！

わ
な
で
も
活
用
が
で
き
な
い
か

検
討
を
し
て
い
ま
す
。

三�　

紀
州
犬
の
価
値
向
上

に
む
け
た
行
政
の
姿
勢

に
つ
い
て

質
問

㈠�　

紀
州
犬
の
文
化
的
価
値･

歴
史
的
価
値
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
ま
す
か

答
弁　

紀
州
犬
は
そ
の
歴
史

が
長
く
、
日
本
の
文
化
や
伝
統

に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
犬
種
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

質
問

㈡�　

老
朽
化
し
た
「
紀
州
犬
の

ふ
る
さ
と
看
板
」
修
繕
の
検

討
状
況
は

答
弁　

で
き
る
限
り
早
期
に

修
繕
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

要
望　

紀
州
犬
は
文
化
財
保

護
法
に
基
づ
き
国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

国
だ
け
で
な
く
地
方
公
共
団

体
に
も
保
存
等
の
責
務
が
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
取
り
組
み
の
強

化
を
要
望
し
ま
す
。

四�　
「
風
伝
お
ろ
し
」
を
活

か
し
た
観
光
振
興
に
つ

い
て

質
問

㈠�　
「
風
伝
お
ろ
し
」
を
本
町

の
観
光
資
源
と
し
て
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
ま
す
か

答
弁　

全
国
的
に
も
珍
し
い

自
然
現
象
で
あ
り
、
観
光
的
に

も
大
き
な
価
値
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

要
望　

本
町
で
は
、
熱
心
な

地
元
住
民
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
サ
イ
ト
「
青
を
編
む
」
の

活
用
な
ど
で
情
報
発
信
し
て

い
ま
す
が
、
特
に
、
町
外
の

方
に
も
更
に
広
く
「
風
伝
お

ろ
し
」
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
観
賞
場
所
を
記
し
た
看

板
や
椅
子
、
ベ
ン
チ
席
な
ど

の
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

一 般 質 問

池上　勝生 議員
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要
望　

守
り
抜
く
べ
き
は
町

民
生
活
で
、
そ
の
た
め
の
水
道

会
計
で
は
。
水
が
な
く
て
は
生

き
て
い
け
な
い
。
水
道
会
計
を

独
立
採
算
制
で
な
く
、
町
が
主

体
で
運
営
す
る
一
般
会
計
に
戻

せ
と
国
に
対
し
て
粘
り
強
く
交

渉
す
べ
き
。

人
権
と
し
て
の
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
徹
底
を

質
問　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

あ
る
児
童
生
徒
が
差
別
や
排
除

さ
れ
ず
安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
れ
る
制
度
は
当
町
で
も
一
定

の
構
築
を
見
て
い
る
は
ず
。
し

か
し
あ
る
学
校
で
は
行
事
で
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
食
事
提
供
す
る
際
、
保

護
者
役
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
食

品
原
材
料
掲
示
に
よ
る
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
を
、
学
校
側
が
「
行

わ
な
い
」
と
拒
否
。
学
校
運
営

協
議
会
で
も
当
該
保
護
者
役
員

の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
提
案
を

問
題
視
す
る
役
員
ら
の
発
言

を
、
学
校
側
が
黙
認
す
る
な
ど

し
た
。
国
の
指
針
で
は
、
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
は
組
織
で
行
い
、

校
長
を
委
員
長
と
す
る
「
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
委
員
会
」
を
最
低

で
も
一
年
に
一
回
は
開
催
。
ア

レ
ル
ギ
ー
の
基
礎
知
識
や
必
要

事
項
を
共
有
す
る
。
行
事
食
に

も
学
校
と
し
て
配
慮
す
べ
き
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。
教
育
長
の

考
え
は
。

答
弁　

少
な
く
と
も
法
で
義

務
付
け
ら
れ
た
小
麦
や
卵
な
ど

主
要
８
品
目
の
提
示
は
必
要
で

あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
今
後
は
町
内
す
べ
て
の
小

中
学
校
に
対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
主
体
の
実
施
で
も
食
物
提
供

が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
特
定
原

材
料
が
含
ま
れ
る
か
掲
示
す
る

な
ど
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
や

そ
の
趣
旨
を
丁
寧
に
指
導
す
る

こ
と
と
し
た
。

水
道
代
４
月
か
ら
値
上

げ
？
町
民
の
く
ら
し
ど
う

す
る

く
ら
し
を
守
る
視
点
を

質
問　

物
価
高
騰
の
な
か
で

水
道
代
を
４
月
以
降
十
年
に
わ

た
り
３
割
値
上
げ
す
る
計
画
と

い
う
が
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
必
需

品
が
値
上
が
り
す
る
な
か
で
の

値
上
げ
は
町
民
、
と
り
わ
け
高

齢
者
世
帯
、
子
育
て
世
帯
、
小

規
模
業
者
な
ど
に
大
き
な
負

担
。
人
口
減
の
推
計
の
な
か
で

値
上
げ
が
避
け
ら
れ
な
い
部
分

が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
な
い

が
、
町
民
生
活
へ
の
深
刻
な
影

響
を
ど
う
す
れ
ば
緩
和
で
き
る

か
を
真
摯
に
検
討
し
な
い
ま
ま

の
大
幅
値
上
げ
は
認
め
ら
れ
な

い
。
大
幅
値
上
げ
の
根
拠
は
。

ま
た
な
ぜ
こ
の
時
期
な
の
か
。

答
弁　

施
設
の
老
朽
化
や
更

新
費
の
増
加
、
人
口
減
少
に
よ

る
料
金
収
入
の
減
少
、
物
価
上

昇
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
増
加

等
に
よ
り
、
数
年
後
に
は
運
転

資
金
が
枯
渇
す
る
見
込
み
で
、

令
和
８
年
４
月
か
ら
の
料
金
改

定
を
提
案
し
た
。
水
道
事
業
の

経
営
費
用
は
水
道
利
用
者
が
料

金
と
し
て
負
担
す
る
独
立
採
算

制
。
よ
り
多
く
の
現
金
預
金
を

確
保
し
て
今
後
の
設
備
更
新
に

備
え
る
。
負
担
軽
減
は
物
価
高

騰
に
苦
し
む
生
活
者
支
援
に
重

点
を
置
く
よ
う
指
示
を
出
し
、

具
体
策
を
検
討
し
て
い
る
段

階
。

質
問　

値
上
げ
後
、
子
ど
も

を
含
む
三
人
世
帯
で
一
か
月

６
６
０
０
円
と
の
試
算
が
あ
っ

た
。
浄
化
槽
清
掃
も
２
割
値
上

げ
な
の
で
水
ま
わ
り
だ
け
で
も

ひ
と
月
に
一
万
数
千
円
の
負
担

に
な
る
世
帯
が
ざ
ら
に
で
る
こ

と
は
明
ら
か
。
ど
ん
な
世
帯
に

ど
ん
な
影
響
が
出
る
か
、
所
得

いそざき　薫子 議員

生
活
守
る
政
策
な
し
に

水
道
料
金
３
割
値
上
げ
反
対

状
況
の
分
析
な
ど
、
福
祉
と
も

連
携
し
て
考
察
す
べ
き
だ
。
影

響
に
つ
い
て
試
算
は
行
っ
た

か
。

答
弁　

世
帯
人
数
別
で
の
試

算
を
行
い
検
討
し
た
が
、
他
部

署
と
の
綿
密
な
協
議
は
行
っ
て

い
な
い

質
問　

負
担
軽
減
の
検
討
を

禁
じ
る
規
定
が
あ
る
の
か
。

答
弁　
（
減
免
を
禁
ず
る
）
規

定
は
な
い
。

　

過
去
に
一
般
会
計
か
ら

２
億
５
千
万
円
の
貸
付
を
受
け

て
お
り
、
そ
の
返
済
を
ど
う
す

る
か
が
検
討
の
課
題
と
な
り
、

今
回
の
３
割
値
上
げ
の
原
因
に

ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。

質
問　

値
上
げ
の
計
画
に
つ

い
て
の
説
明
も
、
10
％
ず
つ
３

年
や
、
５
％
ず
つ
６
年
な
ど
選

択
肢
を
増
や
し
検
討
、
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
町
民
に

直
接
説
明
す
べ
き
だ
。

答
弁　

水
道
会
計
を
し
っ
か

り
守
っ
て
い
く
と
い
う
大
原
則

が
あ
る
。
十
分
時
間
を
か
け
て

説
明
は
し
て
き
て
い
る
。
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な
ぜ
、
町
民
の
大
多
数
が

期
待
し
て
い
る
地
域
振
興

と
し
て
の
「
み
か
ん
祭
り
」

を
開
催
し
て
も
ら
え
な
い

の
か
疑
問
に
思
う
。

質
問　

み
か
ん
祭
り
の
よ
う

な
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
こ
と
で
、
人
と
人
の
繋
が

り
や
、
地
域
の
結
び
つ
き
が
生

ま
れ
地
域
が
活
性
化
さ
れ
る
の

で
は
な
い
で
す
か
。
ま
た
、
子

ど
も
達
が
大
人
に
な
っ
た
時
に

思
い
出
し
て
も
ら
え
る
の
で
は

な
い
で
す
か
。

答
弁　

平
成
20
年
か
ら
令
和

元
年
ま
で
実
施
し
て
い
た
み
か

ん
祭
り
が
令
和
２
年
以
降
は
コ

ロ
ナ
渦
な
ど
諸
般
の
事
情
も
あ

り
、
中
断
し
て
い
ま
す
。
柑
橘

振
興
の
観
点
で
の
み
か
ん
祭
り

に
つ
い
て
は
開
催
す
る
予
定
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

質
問　

御
浜
町
の
活
性
化
は

み
か
ん
の
産
地
と
し
て
発
展
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
町
民

も
み
か
ん
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
み
か

ん
祭
り
が
出
来
な
い
こ
と
が
寂

し
く
思
い
ま
す
。
で
き
な
い
理

由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
弁　

祭
り
は
祭
り
を
仕
組

む
側
あ
る
い
は
、
お
客
さ
ん
側

双
方
が
楽
し
い
と
思
え
る
こ
と

が
一
番
で
す
。
今
ま
で
、
仕
組

む
側
が
大
変
ご
苦
労
の
中
、
実

行
し
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
苦
情
も
沢
山
頂
い
て

お
り
ま
す
。
決
し
て
、
祭
り
を

否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

松本　有希 議員

み
か
ん
祭
り
の
復
活
を
望
む
！

質
問　

過
去
の
一
般
質
問
の

議
事
録
を
見
て
、
町
長
は
、
思

い
を
も
っ
た
人
が
出
て
き
て
欲

し
い
と
の
答
弁
を
確
認
し
ま
し

た
。
裏
方
で
す
が
、
私
が
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
一
緒
に

進
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ど
う
で
す
か
町
長
。

答
弁　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
始
ま
る
前
に
じ
っ
く
り

議
論
し
た
上
で
、
み
ん
な
が
納

得
し
た
形
で
の
実
行
を
お
願
い

し
ま
す
。

意
見　

い
い
答
え
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
私
の
想
い
を

語
っ
て
最
後
に
し
ま
す
。
町
民

の
心
を
一
つ
に
し
、
町
が
元
気

に
な
る
大
イ
ベ
ン
ト
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
成
功
さ
せ
る
よ

う
、
全
力
で
頑
張
っ
て
進
め
て

い
き
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

過去のみかん祭りの様子



14

防
災
対
策
に
つ
い
て

質
問　

老
朽
化
し
た
水
道
管

や
道
路
、
河
川
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
つ
い
て
、
災
害
に
備

え
た
点
検
や
補
修
な
ど
進
ん
で

い
る
の
か
。

答
弁　

水
道
管
の
点
検
に
つ

い
て
は
、
業
務
委
託
に
よ
る
漏

水
調
査
を
通
じ
て
点
検
、
職
員

に
よ
る
水
管
橋
や
添
架
橋
の
目

視
点
検
、
水
道
管
の
補
修
に
つ

い
て
は
漏
水
箇
所
の
発
見
時
、

随
時
修
理
と
漏
水
多
発
地
区
等

の
配
水
管
の
更
新
を
必
要
に
応

じ
て
取
り
換
え
修
繕
を
行
っ
て

い
る
。

質
問　

土
砂
災
害
警
戒
区
域

や
崩
壊
の
危
険
が
あ
る
場
所
な

ど
へ
の
対
策
状
況
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

答
弁　

町
内
の
土
砂
災
害
警

戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
箇

所
は
３
７
６
箇
所
あ
り
主
に
山

間
部
。
県
の
事
業
で
引
作
地
区

の
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

を
、
神
木
地
区
の
砂
防
堰
堤
の

整
備
事
業
な
ど
の
対
策
工
事
を

し
て
い
る
。
命
を
守
る
行
動
を

と
る
た
め
、
御
浜
町
洪
水
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
危
険

個
所
を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

質
問　

災
害
時
の
避
難
行
動

要
支
援
者
へ
の
取
り
組
み
や
課

題
に
つ
い
て
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
災
害
時
に
特
別
な
配

慮
が
必
要
な
方
々
へ
の
支
援
体

制
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

答
弁　

本
当
に
必
要
な
方
の

み
掲
載
さ
れ
た
生
き
た
名
簿
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
65
あ

る
自
主
防
災
組
織
の
う
ち
、
23

地
区
で
生
き
た
名
簿
が
完
成
、

５
地
区
は
精
査
し
不
要
と
な
っ

た
地
区
、
こ
れ
か
ら
も
自
主
防

災
組
織
と
支
援
員
が
連
携
し
、

今
後
も
更
新
し
て
い
く
。

物
価
高
騰
に
よ
り
よ
る
町

民
へ
の
影
響
と
支
援
に
つ

い
て

質
問　

重
点
支
援
地
方
交
付

金
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

町
民
へ
の
支
援
と
し
て
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

重
点
支
援
地
方
交
付
金
に
関

す
る
予
算
に
つ
い
て
、
住
民
の

暮
ら
し
を
守
る
公
平
な
税
金
の

使
い
方
と
し
て
、
ど
の
様
な
施

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

生
活
支
援
に
重
点
、
具

体
策
を
検
討
中
。
方
針
と
し
て

は
保
育
料
及
び
小
中
学
校
給
食

の
無
償
化
の
継
続
に
加
え
、
水

道
料
金
改
定
に
よ
る
影
響
の
緩

和
策
、
米
な
ど
の
食
料
品
の
物

価
高
騰
に
対
す
る
負
担
軽
減
策

に
つ
い
て
、
優
先
的
に
具
体
化

す
る
。

御
浜
町
観
光
資
源
に
つ

い
て

質
問　

御
浜
町
観
光
資
源
の

開
発
に
つ
い
て
、
観
光
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
を
重
点
施
策
の

一
つ
に
し
て
い
る
が
、
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

答
弁　

町
内
外
か
ら
集
客
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
、
商
工
観
光

の
振
興
及
び
観
光
施
設
な
ど
の

適
切
な
維
持
管
理
、
整
備
を
図

り
ま
す
。

　

観
光
資
源
の
開
発
に
つ
い
て

御
浜
町
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

調
整
会
議
を
踏
ま
え
〔
ツ
ー
リ

ズ
ム
み
は
ま
〕
が
町
内
の
新
し

い
取
り
組
み
と
し
て
旅
行
者
を

対
象
に
地
域
資
源
の
商
品
化
、

収
益
化
に
挑
戦
し
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
人
的

支
援
も
行
っ
て
い
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

野地本　隆 議員
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※�定例会など本会議の模様は、下記二次元コードを読み込んでいだくことでご覧頂くことも可能です。

※�インターネットやスマートフォンによる視聴は、パケット通信料定額制の加入契約をしていない
場合、通信事業者から高額な料金請求がくる場合がありますので、特にご注意ください。

議会録画中継をご覧ください

　インターネットで議場での議会録画中継が視聴できます。御浜町ホームページトップ画面の  右
上「行政情報」をクリックし、下にスクロールすると、次の画面が表示されますので、「議会録画
中継」をクリックしてご覧ください。
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